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憾
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職事

本
(皐>&嚢り詰まず争

*1まりこご絞っ *忍:m

題 ストブ*ガス蹴

*1./:ジザヲラ

受換
*うl<f重軽 水 70CCパ

{ヲ ネ電気笈〉ぐj機

キリンナイコンペック

われをまザ。

γ還請を餓んだら王室緩い主主いf王室

襲五をするときは活者絞殺緩いJ ，.遂

事五する人院はi開校改定事めなししを

合霊祭iこ、 j喧燦ぐやみで飲返還重義

考査造設しさ表しよう。

理主夜、雪言人怒絡絞殺事8している

'55宣告似上J (思議については、|白

雪雲人等の凶事事絞殺晃票率ei:i'芋祭器禁o
主基礎iこされ℃おりを去すZ了、 そ〈とま手

毒事室霊{牛若草 f総務署以 h に主要書下げ

られをます。

理作業 所Fひろが守屋呼1ザー後総催

在益三位作業所で!品、幾多義察o…習

を総う主三めパザ…毛主fi¥.，l紘一写。絡

先o皆さきさまのよご協力なお願いしま

すe

T8G菩 をヨ (E)午前知世帯

怒ら午後五3総
I>~額際協祉作業所 rひろ絞りJ

掠 87-占0513(湖北E堅持号袋、総務~L

小学技研富〉

5議議主f志賀蜜哉と我孫子J

その人と文学…

TBG寺 121=l9B ヨ〉午後19幸

30沿
併記愚異存 F自民会総i式会議議

T議事事 主主主主総長亀吉京 本多秋至宝氏

、d人芸翼線料、n;重量1Of}s

王E告義t主党議子f哲史研究セン汐…

(4) 

i.¥j実在持爽1こd二つ℃も、 大.LE翼HO主主

主主予言受被災{ごとっても溺照的なぞ

きごとでをす。

主主妻菱重喜さまの税務予約代を

賢母i開。主践孫子守、いっそうあおら

t.JIとする読みとして言語議議を企画

いき苦し定。

滋童書i主主当代期憾の議議襲撃主主文芸浮

き主主主といおれ、 r物言苦戦後文学:a，

で笛E3t話級交iむ護軍経受賞された、

丈立って}~孫子 1;1:鯵綴 z と 本多秋えて?ーザ。 IXは戦後のお際

ぷ{話料、多くの…清三文化人主主手事霊 的な関7'5tf重量tJった互主主要悪裏書世主喝の

奪三事む美レい駿義男iご罪主役511て

こことさを述、J 殺したぎりその文犯人

の代表71し プ 'Eヨ峰派J であ

り、その$1治人絡が文豪志賀願書訟

であることはいうまでもあり在主役

ん診足駐車還の代表作&3u)iまとんどは

ゆで、鎖的の得定き91，よ手尊重等級者まさ

れて経法しだ。講演<':1説、滋霊童務

総我孫子持代!こ熊点者受主立って、

その人と文学を言語ってい主きどきま

す。ぜひと著書土器く主!dし」

ま主主、需を重義総宅まる入i芯仕事iご っきだてのおもお、手づくり呂、 き主主主予て?執筆されきしJ台。主主総人 市民会長襲警護話一覧

追われて〉議員事之さを欠きガ主主ですが、 衣料、文書主主翼、お綾子はどいろい なしとも忘れられぬ総い協をもっ

裁にまお1ヨ衡や言語転'M若手母宅壁、

ヲ1J毛 a主主人K 弱体の不E議院ヨ絞殺

究設定綴喜さりを忘刊す、ゆとこりあ

ろな鼠をま芝く長支e絡しさませ。ぜひお

出力l二t<応どをいφ

二士I践といえま守口Vlt01市ニ設察

当三校tlJ議して琴えあぶなはできま

せん。

*50 I る綴較をしましょう。
中央公民館図書家警護霊祭

それにも万だねら家、芯廷の我

孫子持代の耐f災あまり深められ

ていを茨ぜん。その託方で、よごの枚、

主主孫子子むがぬ勾01日志箆5sJiE'，織をそ

主主総後主主宅ずる万誌を苦きめIヨここ誌、

銀 f義務座

T>89事 今日開23f辻、午後。雲寺初会

11ら39事

参俳誌毒草寺 仁堅苦}E見鐙

傍受付税F'l5段、 6白、

守将草寺ガfう午後4~号室ま、

でわ後{甘l"::n:表す。
1>，定録 20名
易紛料代 850PJ

t>持参するもの ぞD7Jくのもら主主い

主主〈ブツヨ干のど〉タテ2501l

X 3二 宅、殺さ1roφスブ

ン(大 IjI)さき守護霊 ③新関紙1

校長野手ぬぐい守絞

くtt然公主義審議〕

成湿ニュータウン

〔毘~)干繋要議室議会公社では12月

'17日〈向)1:1をう公約21B(金〉ま

で、成問ニコタウン祭給団地

〈戸惑60p)校校宅金主連公芸事室盗塁事的

事事察言~ý号室言 CI¥ごノ

ブレツト)1;;:12月13B(本〉

意義務系主主てきす。箇額 e 伎議長持機'

E害総事態的釜石号堂義務i豊島荷糠I~ごついて

0)欲しいお窓会わtさは〈紛)千葉

際都市公社業務務支去る襲警華 暗号472

く24)i771. (27) 4131までご連

童話くZさささい。

年末年絡の受通謬設.11:i立緩動

今年:こ入って、市内1こる宅ずで!こア

モ告の喜事い命ガ祭鴻警務自主!こより失わ

れています。ぞきま手約機管ところ1

β湾となるう悲した:tJ、これからぎ

末ij'約lこかげ芝、浸透藍の増加点

飲軍事潔総iとよる率滋の多発tJ予先頭

寄れ絞欲。

身障者等慰霊ま建塁線の設置

市役所本とF路線金銭lこ局体障慧

蓄11'j，華街際機爆者ま設蓄しまし去さ。

ご決!5'の燃には弱体障害譲歩争議校

待望書しi寿喜建五ごと提示くだ更をい。

し尿浄化機街頭抱議

、ι自分担3務ねり完了らさ町いl己H

をス仁ツとして、し[，-'{<;割以鵠

OLElノい緩いおとをき?毒綴絞殺'fJ<Cり

8!棄で行い左京す。

b英語症3 12~ヨ 5臼

砂華害罪毒e主露喜奇 浄ダイエ…数3Rtモチ

さ子高言10喜幸1:1ら12揮者 *スー

/ ¥…ミジツモトキミヨ吃3't5，宮前

午後す時30去まからとき善寺分

1>主催我孫子筒、松保健所、総

渓寝所管内し総浄化援対策議議会

援護法、感銘法の一部改波

01寝苦韓詰ま
戦没苦言等専の遜草案!と対"'"特別弔

戦没者等の澄絞で、芸事務51}年4

守谷から臨B，日54是正設問318Cまで

の懸!こ、 公務然自治干迫害警の絡t立を望号

ける警がいはい!場合

②ちとの理義務童謡話sF号の'i!lJH:文をき毒事

の戦没緩め選滋で、喜吉幸fl54ま~4F司

守おはおいて公務法務総o事寄付を

警受ける望きがい芯い1整会

〈草書偽 沼和57王手3隠れ

0厳寒書法

ij'滋重要件。〉緩~j) (00草草原の金霊童

話算への事華人〉

消 訪

テレホンガイド

84-0001 

援護縁者ままこし、 中畏21ミ在宅総話題懇

望設な総書言しましc.a"'C‘ど利純く之さ

がい。事差出しはしません。

炉閲覧鋳罪事 午議泌総きから午後4
磨寺誌で

b体重量日 悶f議8と祝祭E三

〈ヰJ~::tJ:民館首位-05守ち〉

千葉繋き等学絞鑓研究奨励金

機内6り主義空襲や文化の空交関!こi党絞

っ善意Q!j寄事震を研究し、その程汀

綴主主主主もの!と対i.J議選主要詮改交付し

てい滋守6

1>;;::;;¥すの対重量点主主め研究穣邑

漂Fちに波予寄与を軍司モまる歯の発号暗号号

室!こ主毒する務災とニ主主主芸袋i有1ご燃す

る研究で、を手て?IニE耳究老子空了し1さ

ちのか紛然ゅのもの。

珍書道{首申繍手続

災対隊演書と説羽議〈災!す重要議

による)300を熊商工うり際協工業

器製へ祭主主

砂受惜隊問 ヨまぞ

惨奨励金の喜義 守待望き絞り平1'85

Yラ!月とする

〈主主工芸繋〉

市民ス キー教警察

惨翼~B "AF草(1lB1D55'>'す

[3から28谷 "BFミ〈民若手目的'>'2

Fヲ15日おう18;=0
が機所山路線護費支総務λキ塁

b事事集人皇主 主主総4G哲三

か宣言富里 担I~'望者、中級者

1>'1翠F君 紛告?弔(輿スキ代議

会まぜ〉

砂商議 選議長'!J警護官む23604 ω26 

院修申12I ハ1ゴキ!こ惑星謹ざるま差点LE

節、氏名、電話番号警をさ記入しー

銭安下位校孫子1858fniiK究家持重警察へ

~ランティ P の会

惨lE僚会 ヨアモヨ午前100奇から

正午、 造語1むをき子宵E完全;ンヲ
b餓鈴鹿事選蕗tt主主筆書 "i2湾14Eヨくま註〉

..~選総統選襲仕活動 m寺18Eヨ〈災〉

TB鍔位向ヨ〉午前9時

b集会 ffi1Jlがく天申立〉

4量殺鯵華聖書署，偽余(獲さ昇給)'li' 
b翼語B 12F'l8臼 9日

が葉署湾 総夜JCE丹

験期誕生本将n0471(82) 7958 

〈務総毛在宅する主主〉

11火!のつじ荘休臨

ピ朝思r線の窓口J12月刊日{月)欝ア時30分.議議子市ガ紹介されますので亡覧くだ、さい。
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